
16 － 11
21 － 17
19 － 13
15 － 12

－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 20 1 7 3 1 ◎ 4 5 0 1 3 3

○ 5 2 0 1 0 0 5 0 0 0 0 1

6 6 0 3 0 0 ○ 6 6 0 3 0 4

○ 7 9 0 2 5 3 7 0 0 0 0 0

○ 8 16 0 7 2 2 ○ 8 15 2 3 3 3

○ 9 14 0 5 4 2 9 2 0 1 0 2

10 0 0 0 0 0 ○ 10 10 2 2 0 4

11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 ○ 12 15 0 7 1 1

13 2 0 1 0 1 13 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 2 0 1 0 1 15 0 0 0 0 2

16 16

17 17

18 18

71 1 27 14 53 4 17 7

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　第1Q神奈川はオールコートマンツーマン、大阪はハーフマンツーマン。立ち上がり、初戦となる大阪は硬さが目立ち思うよ

うに得点できない。一方、神奈川は#4を中心に得点をあげる。次第に自分たちのリズムが戻った大阪は、#12のポストプレイ

を中心に得点をあげる。その後は、お互いアウトサイドシュートがなかなか決まらず16-11で神奈川がリード。

　第2Q神奈川は#6の1on1や#9の2本のバスケットカウントなどで得点を重ねる。大阪は#10の3P、#8、#4のドライブインや#6の

1on1で得点するが、常にプレッシャーがかかる神奈川のディフェンスに攻め倦み37-28神奈川リードで前半を終わる。

　第3Qは大阪#10のジャンプシュート、#6のゴール下や#8のドライブイン、#10の3Pで追い上げを見せるが、その後は3Pがなか

なか決まらない。神奈川は#9のポストプレイや速攻、#8や#4のドライブインなどで徐々に点差がつき、56-41で神奈川リー

ド。

　第4Q神奈川はリバウンドにしつこく絡んで得点をあげ、また#8、#4のドライブインでも得点を重ねていく。大阪も#8の3Pや

#12のハイポストからの1on1で得点するものの、その後の3Pシュートはことごとくゴールに嫌われてしまう。オールコートで

トラップを仕掛けるが神奈川のミスを誘うことはできず、終始アウトサイドにプレッシャーをかけつづけ、リバウンドで優位

に戦った神奈川が53-71でベスト４へ進出した。
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